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[bookmark: _Toc193702110]１．障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成25年法律第65号）【障害者差別解消法】
（制定の経緯と背景）
平成18年12月の国連総会本会議で採択された「障害者の権利に関する条約」の締結に必要な国内法の整備を始めとする障害者制度の集中的な改革を行うため、障害当事者や学識経験者等からなる「障害者制度改⾰推進会議」や「差別禁止部会」等が開催された。
そこで、障害を理由とする差別を禁止するとともに、差別による⼈権被害を受けた場合の救済等を目的とした法制度の在り方について検討が進められ、平成24年９月に差別禁止部会にて取りまとめた「障害を理由とする差別の禁止に関する法制」に基づき法案が提出されることとなった。
※平成25年12⽉４⽇の参議院本会議において条約の批准が承認
[image: ]　(法律の概要)



（政府基本方針）
　　指針名：障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針（令和５年３月閣議決定）
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（県対応要領）
　　神奈川県における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領・留意事項
　　神奈川県教育委員会における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領・留意事項
神奈川県警察職員の障害を理由とする差別の解消の推進に関する規程・留意事項
　　
（差別解消に向けた県の取組）　　　※障害福祉課
・　障害福祉課に相談窓口を設置し、相談があった場合には速やかに指導権限を有する所管課等に引き継ぎ、そこで必要な対応を行う体制の整備
　・　障害当事者団体、事業者団体等で構成する障害者差別解消支援地域協議会を設置し、相談事例の共有や事例の検証などを行うとともに、事例集を作成して周知
『ともに生きる社会かながわをめざして～ 障害のある方への差別解消に関する事例集 ～』
　・　事業者等へのより効果的な普及啓発


[bookmark: _Toc193702111]２．ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策の総合的かつ一体的な推進に関する法律(平成30年法律第100号)
【ユニバーサル社会実現推進法】
（制定の経緯と背景）
障害者、高齢者等を対象とする施策は、障害者基本法や高齢社会対策基本法等において法律ごとに展開され、また、これらの施策は関連法令の目的に沿って省庁単位あるいは事業単位で実施されてきた側面があった。
　　　このような状況を施策の対象となる障害者、高齢者等から見たとき、各施策の連携が必ずしもとれておらず、施策の全体像の把握も困難であったため、ユニバーサル社会の実現という観点から、省庁・事業単位で行われていた諸施策を一元的に管理し、横串を刺す仕組みを講じる必要性から、本法が制定されることとなった。（議員立法）
（法律の概要）
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[bookmark: _Toc193702112]＜関連＞神奈川県ユニバーサルデザイン推進指針(平成20年３月)
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[bookmark: _Toc193702113]３-１．ユニバーサルデザイン2020行動計画
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【心のバリアフリー】
従来、様々な意味や文脈で利用されてきた概念であり、教育分野では「障害理解教育」、バリアフリー施策分野では「意識上のバリアフリー」、交通施策における接遇や情報保障等の「ソフト面のバリアフリー」を指していたが、「UD2020 行動計画」において次のとおり定義された。
様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、 相互に理解を深めようとコミュニケーションをとり、支え合うことであり、そのためには、一人ひとりが具体的な行動を起こし、継続することが必要　
　また、「心のバリアフリー」を体現するためのポイントとして、以下が示されている。
①　障害のある人への社会的障壁を取り除くのは社会の責務であるという「障害の社会モデル」を理解すること
②　障害のある人（及びその家族）への差別（不当な差別的取り扱い及び合理的配慮の不提供）を行わないよう徹底すること
③　自分とは異なる条件を持つ多様な他者とのコミュニケーションを取る力を養い、全ての人が抱える困難な痛みを想像し、共感する力を培うこと
※③は、改正障害者差別解消法で民間事業者も合理的配慮の提供の義務が課される中で、「一人一人の尊厳の尊重」「お互いの権利の保障」というものに向け、どのような「建設的対話」を行うことができるかという意味合いに変えるべき、などといった表現の見直しについて議論が交わされている。


＜関連ワード＞　
[image: ]○４つの社会的障壁（バリア）　※ (株)ミライロＨＰ














○障害の社会モデル（⇔障害の医学モデル）　※ 愛媛県「心のバリアフリー愛顔の接遇マニュアル」
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[bookmark: _Toc193702114]３-２．障害者に対する偏見や差別のない共生社会の実現に向けた行動計画（令和６年12月）
令和６年７月旧優生保護法国家賠償請求訴訟の最高裁判決を受け「障害者に対する偏見や差別のない共生社会の実現に向けた対策推進本部」を設置し、障害者に対する偏見や差別のない共生社会を実現すべく、以下の基本方針に沿った行動計画を取りまとめた。
（１）障害者の希望する生活の実現に向けた、必要なサービスの活用や見守り等の支援体制の構築と取組推進
（２）各府省庁が障害者差別解消法の「対応要領」に基づきどのような研修・啓発を行っているかを点検するなど、取組を強化
（３）「ユニバーサルデザイン2020行動計画」における「心のバリアフリー」の取組等のフォローアップと強化
（４）幹事会において、有識者の協力を得て、障害当事者の方から御意見を伺った上で、成果を取りまとめる体制を構築
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[bookmark: _Toc193702115]４．情報アクセシビリティ等（WEB関係）
（１）「情報アクセシビリティ」
① 法律上の位置付け
・障害者基本法
基本施策の一つとして、「情報の利用におけるバリアフリー化」を規定
第22条　国及び地方公共団体は、障害者が円滑に情報を取得し及び利用し、その意思を表示し、並びに他人との意思疎通を図ることができるようにするため、障害者が利用しやすい電子計算機及びその関連装置その他情報通信機器の普及、電気通信及び放送の役務の利用に関する障害者の利便の増進、障害者に対して情報を提供する施設の整備、障害者の意思疎通を仲介する者の養成及び派遣等が図られるよう必要な施策を講じなければならない。
２　国及び地方公共団体は、災害その他非常の事態の場合に障害者に対しその安全を確保するため必要な情報が迅速かつ的確に伝えられるよう必要な施策を講ずるものとするほか、行政の情報化及び公共分野における情報通信技術の活用の推進に当たっては、障害者の利用の便宜が図られるよう特に配慮しなければならない。
３　電気通信及び放送その他の情報の提供に係る役務の提供並びに電子計算機及びその関連装置その他情報通信機器の製造等を行う事業者は、当該役務の提供又は当該機器の製造等に当たっては、障害者の利用の便宜を図るよう努めなければならない。

・障害者基本計画
基本的な考え方として、各分野に共通する「横断的視点」の一つとして「アクセシビリティの向上」が挙げられ、ソフト・ハードの両面にわたる社会のバリアフリー化を推進について言及

（２）社会のあらゆる場面におけるアクセシビリティの向上
②アクセシビリティ向上に資する新技術の利活用の推進
社会のあらゆる場面で情報通信技術（以下「ＩＣＴ」という。）が浸透しつつある。こうした新たな技術を用いた機器やサービスは、新たな社会的障壁となる可能性がある一方で、アクセシビリティとの親和性が高いという特徴もあり、社会的障壁の除去の観点から、障害者への移動の支援や情報の提供を行う場合など、様々な場面でアクセシビリティに配慮したＩＣＴを始めとする新たな技術の利活用について検討を行い、利活用が可能なものについては積極的な導入を推進する。

・障害者差別解消法
基本方針において、「障害者における円滑な情報の取得・利用・発信のための情報アクセシビリティの向上等」を「事前的改善措置」の一つとして記載
第５ その他障害を理由とする差別の解消の推進に関する施策に関する重要事項
１ 環境の整備
法は、不特定多数の障害者を主な対象として行われる事前的改善措置（いわゆるバリアフリー法に基づく公共施設や交通機関におけるバリアフリー化、意思表示やコミュニケーションを支援するためのサービス・介助者等の人的支援、障害者による円滑な情報の取得・利用・発信のための情報アクセシビリティの向上等）については、個別の場面において、個々の障害者に対して行われる合理的配慮を的確に行うための環境の整備として実施に努めることとしている。新しい技術開発が環境の整備に係る投資負担の軽減をもたらすこともあることから、技術進歩の動向を踏まえた取組が期待される。また、環境の整備には、ハード面のみならず、職員に対する研修等のソフト面の対応も含まれることが重要である。

② 県の取組み
・神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例に基づく基本計画（令和６～11年度）
分野別施策を構成する事業として「情報アクセシビリティの向上」「デジタル等先端技術を活用した支援の充実」を規定
柱Ⅲ　障害者の社会への参加を妨げるあらゆる壁、いかなる偏見や差別も排除する取組み
中柱５．社会参加を促進するための環境づくり
(3)情報のアクセシビリティ(利便性)の向上
「県のたより」の点字版・録音盤の発行／知事定例会見における手話通訳／
ウェブサイトでの音声読み上げ等／ウェブアクセシビリティの向上／
Ｎｅｔ119等携帯情報端末を活用した音声によらない緊急通報システムの導入促進　等
(4)デジタル等先端技術を活用した支援の充実
障害者のＩＣＴ活用機会の拡大／ＩＣＴを始めとする新たな技術の利活用／
メタバースを活用した繋がりの創出　等
（２）「ウェブアクセシビリティ」
① 国の動向
	平成12年７月
	「障害者・⾼齢者等情報処理機器アクセシビリティ指針」改定(通産省)
‣　機器操作上の障壁を有する誰もが利用上の制約を受けることなく、利用の利益を享受できるよう「共用機能の標準化の推進」「専用機能の開発の推進」「サービスの充実」「開かれたシステムへの配慮」を基本方針とした

	11月
	「高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（「ＩＴ基本法」）」成立
‣　各省庁におけるウェブページのバリアフリーを確保するための取組を実施

	13年６月 
	ＩＴ戦略本部が重点施策に関する方針「ｅ-Japan2002プログラム」を策定
‣　「デジタル・ディバイドの是正」として、「高齢者・障害者が容易にＩＴを利⽤できる環境を整備する」ことを明記

	16年６月
	・「JIS X8341-3　 ⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器、ソフトウェア及びサービス ― 第３部︓ウェブコンテンツ」が制定

	22年８月
	「JIS X8341-3:2010」に改正（国際規格ISO/IEC 40500 に一部対応）
‣　配慮すべき障害の対象範囲の拡大
全盲・ロービジョン（弱視）、ろう・難聴、学習障害、認知障害、運動制限、発話困難、光過敏性発作及びこれらを含んだ様々な障害

	28年３月
	「JIS X8341-3:2016」に改正（国際規格ISO/IEC 40500 に完全一致）

	４月
	みんなの公共サイト運用ガイドライン(旧みんなの公共サイト運用モデル)改正
‣　2017年度末までにJIS X8341-3の適合レベルAAに準拠を目標設定

	令和６年
	みんなの公共サイト運用ガイドラインを改訂
‣　JIS改正で追加が見込まれる新たな達成基準(※)への対応を、JIS改正に先立ち、できる限り推進


（※）新たな達成基準について＜国際規格の動向＞
一致規格である国際規格ISO/IEC 40500:2012(WCAG2.0)について、2023年10月にWCAG2.2がW3C勧告となり、新しい達成基準に追加されたことから、WCAG2.2に合わせてISO/IEC 40500の更新が行われる見込み。
JISは同じ分野のISOがある場合に、それを採用する原則があるため、今後、ISO/IEC 40500の更新版（WCAG2.2）を採用する形で改正される見込み。
＜追加される事項＞
	WCAG2.1
	WCAG2.0に17の達成基準が追加
・スマートフォンなどのモバイル端末(タッチデバイス)への対応
・弱視への対応、認知・学習障害への対応　など

	WCAG2.2
	WCAG2.1に９の達成基準が追加され、構文解析の達成基準は廃止
・フォーカス枠、認証方法、ヘルプリンクなど、現在の情報システムで使われているナビゲーションに対応した達成基準が追加



② 県の取組み
	平成13年12月
	「神奈川県ホームページの運用に関する要領」及び「神奈川県ホームページ運用の手引き」を策定
‣　誰もが利用しやすいホームページづくりに心がけることを規定

	15年３月
	「神奈川県情報バリアフリーガイドライン」を策定
‣　電子県庁の推進に向けた基盤整備の一環として、情報のバリアフリー化を進めるため、高度情報化推進会議幹事会にITバリアフリーガイドライン検討部会を設置し、検討を進めた　⇒以降、H17/H19/H25に改正

	23年３月 
	職員が一定レベルのアクセシビリティが確保されたホームページを作成・公開できるように、県ホームページにＣＭＳ（コンテンツ・マネジメントシステム）を導入

	28年４月
	・「JIS X8341-3：2016」の改正と合わせ、独自基準のガイドラインを廃止。
・「情報アクセシビリティ推進要綱」(旧情報バリアフリー推進要綱)をJIS規格の達成基準への準拠を定めた内容に改正のうえ、新たに「神奈川県ウェブアクセシビリティ方針」を策定した。

	令和元年７月
	「かながわＩＣＴ・データ利活用推進計画」の策定
‣　オープンデータ推進：データセット数 令和４年度100
　　令和４年度にJIS X8341-3:2016適合レベルAA準拠100％

	６年３月
	「かながわＩＣＴ・データ利活用推進計画」と「かながわＩＣＴ・データ利活用推進戦略」を統合して、新たに「神奈川ＤＸ計画」を策定

	４月
	「神奈川県ウェブアクセシビリティ方針」の改正
‣　JIS X8341-3:2016適合レベルAAに加え、レベルAAAの次の達成基準について目標に追加する。
2.3.2 　３回のせん（閃）光の達成基準
2.4.8 　現在位置の達成基準





・神奈川ＤＸ計画（令和６年３月策定）
　位置づけ：官民データ活用推進基本法(平成28年法律第103号)第９条の都道府県官民データ活用推進計画
計画期間：令和６年度～令和９年度
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[bookmark: _Toc193702116]５．障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策の推進に関する法律（令和４年法律第50号）
【障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法】
（制定の経緯と背景）
これまでも、障害者基本法や同法に基づく障害者基本計画等において、情報の利用におけるバリアフリー化等、情報アクセシビリティの向上、意思疎通支援の充実といった方向性が示され、これらに基づいて各種の施策が講じられてきてはいたものの、より一層の施策の推進を図るため、その根拠となる障害者の情報アクセシビリティやコミュニケーションに焦点を当てた新たな法律の制定が必要とされていたところであり、平成23年の障害者基本法改正時における衆参両院の附帯決議においても、「障害者に係る情報コミュニケーションに関する制度」について検討を加え、その結果に基づいて、法制の整備その他の必要な措置を講ずることとされていた。
このような状況の中、参議院議員を中心とした超党派の国会議員から構成される議員連盟「障害児者の情報コミュニケーション推進に関する議員連盟」において、障害者関係団体や関係府省庁等からのヒアリングが重ねられ、衆参本会議において全会一致で可決され、成立に至った。
(法律の概要)
[image: ]



[bookmark: _Toc193702117]６．視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（令和元年法律第49号）【読書バリアフリー法】
（制定の経緯と背景）
読書は、教養や娯楽を得る⼿段であるだけではなく、教育や就労を⽀える重要な活動であるが、我が国においては、視覚障害者等が利⽤可能な書籍等（点字図書や録⾳図書等）が少なく、また、図書館等におけるサポートも十分ではないと言われていた。
平成30年の著作権法改正により、著作権者の許諾なく録⾳図書等の製作等を行うことができる権利制限規定の受益者の範囲が拡大される等、読書環境について制度⾯での改善は図られたが、実態面において視覚障害者等の読書の機会を充実させるためには、このような著作権制度の改正に加えて、視覚障害者等が利⽤可能な書籍等の製作の支援や図書館等の体制整備等が必要であることから、施策を着実に進めるための推進法として本法が制定されることとなった。
（法律の概要）
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（国の基本計画）
　　計画名：視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な計画（令和２年７月策定）
　　計画期間：令和２～６年度
[image: ]　　
























（県の計画策定状況）
神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例に基づく基本計画の中に位置付け、全ての人が等しく読書活動を行うことができる環境を整備することを目指し、読書バリアフリー推進に係る施策を総合的に推進している。
・「神奈川県ライトセンター」（※）において点字図書や録音図書の作成・貸出　　※障害福祉課
（※）視覚障害者の社会的自立を促進するため、点字・録音等による情報の提供、相談指導、訓練並びにボランティア活動の振興、育成を行うため、神奈川県が設置し、指定管理者として日本赤十字社が運営（昭和49年８月設立、平成５年10月より現建物）
・障害者ＩＴサポートシステム（インターネットを利用した図書サービスへの支援）　※障害福祉課
障害者からのIT利用に関する相談窓口を設置し、障害特性に応じたパソコン補助端末等機器・基本操作等に関する情報の提供（足で操作するマウスなど）や、サービスを利用するためのパソコンの設定を手伝うボランティアなどを派遣。　
・県立図書館における取組
来館が困難な障害者等への図書の無料郵送貸出や、視覚障害者への対面朗読、図書等をモニターに大きく映し出す拡大読書器の設置などのサービスを実施。
・読書バリアフリーに応じた教材、支援機器等の活用
・県内図書館に向けた、障害の理解や障害者への対応方法等を職員が学ぶための研修、講師派遣など

[bookmark: _Toc193702118]＜関連＞障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書等の普及の促進等に関する法律（平成20年法律第81号）
【教科書バリアフリー法】
（制定の経緯と背景）
教育の機会均等の趣旨にのっとり、障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書等の普及を促進し、障害等の有無にかかわらず児童及び生徒が十分な教育を受けることができる学校教育を推進ため、平成20年３月に民主党から参議院に提案されていた「教科書バリアフリー関連三法案」を基に、与野党協議を経て、超党派の議員立法として再提案されたもの。
これまで障害のある児童・生徒の拡大教科書や点字教科書などの保障については十分に法的な整備がなされていなかったが、本法律の成立により拡大教科書や点字教科書等は「教科用特定図書等」と位置付けられ、また、著作権法の中でも拡大教科書や点字教科書だけでなく、音声教科書や電子教科書についても第33条第２項の改正により、著作権許諾が不要とされた。
１．目的
教育の機会均等の趣旨にのっとり、障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書等の普及を促進し、障害等の有無にかかわらず児童及び生徒が十分な教育を受けることができる学校教育を推進。 
２．国及び教科用図書発行者の責務
(1) 国は、教科用特定図書等の普及の促進等のために必要な措置を講ずる 
(2) 教科用図書発行者は、その発行する検定教科用図書等について適切な配慮をするよう努める 
３．教科用特定図書等の発行の促進等
(1) 教科用図書発行者による電磁的記録の提供等 
検定教科用図書等に係る電磁的記録の文部科学大臣等への提供を教科用図書発行者に義務付けるとともに、提供された電磁的記録は文部科学大臣等から教科用特定図書等の作成者に提供
 　 (2) 教科用特定図書等の標準的な規格の策定等 
 ① 文部科学大臣は、教科用特定図書等について標準的な規格を策定･公表
 ② 教科用図書発行者は、①の規格に適合した教科用特定図書等の発行に努める 
(3) 調査研究の推進等 
 国は、発達障害等のある児童及び生徒のための教科用特定図書等に関する調査研究等を推進するとともに、障害等に適切な配慮がされた検定教科用図書等を普及
４．小中学校･高等学校における教科用特定図書等の使用の支援
(1) 小中学校･高等学校の通常学級において、障害のある児童及び生徒が検定教科用図書等に代えて教科用特定図書等を使用することができるよう配慮
(2) 小中学校の通常学級の障害のある児童及び生徒が使用する教科用特定図書等の無償供与 
５．標準的な規格に適合した教科用特定図書等の円滑な発行の確保
標準的な規格に適合した教科用特定図書等の需要数の教育委員会から国への報告･国から発行者への通知制度を新設。


[bookmark: _Toc193702119]７．共生社会の実現を推進するための認知症基本法（令和５年法律第65号）
（制定の経緯と背景）
超高齢社会においては国民誰もが認知症になり得るとの基本認識の下、認知症の人が尊厳を保持しつつ尊重され、国民一人一人が相互に支え合いながら共生する社会を早期に実現するため必要な施策等を検討することを目的として、超党派の国会議員からなる「共生社会の実現に向けた認知症施策推進議員連盟」（以下「議連」という）が設立された。議連では、２年弱にわたり、当事者や有識者、関係団体を交えて認知症に関する基本法の制定に向けた議論が重ねられ、法案の国会提出に向けた機運が醸成され、令和５年５月、議連において法案が取りまとめられた。
(法律の概要)
[image: ]
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（国の基本計画）
　　計画名：認知症施策推進基本計画（令和６年12月閣議決定）
　　計画期間：令和２～６年度
[image: ]
[image: ]

[bookmark: _Toc193702120]８．性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律（令和５年法律第68号）
【LGBT理解増進法】
（制定の経緯と背景）
これまでも性的マイノリティの方々の生きづらさの解消や国民の理解の増進のために必要な施策・措置が講じられてきたが、なおも性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関して国民の理解が進んでいるとは必ずしも言えない現状があり、また、性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する施策の在り方について定めた法律は存在せず、各々で別個に施策を実施しているような状況であった。そのため、国として、理解増進施策の基本的な在り方を明らかにし、政府に基本計画を策定させること等により、その推進を図っていくこととなった。
(法律の概要)
[image: ]


[bookmark: _Toc193702121]９．災害対策基本法 等
・災害対策基本法（昭和36年法律第223号）について
[image: ]

（最近の主な改正）
	平成24年度
	・大規模広域な災害に対する即応力の強化
・救援物資等を被災地に確実に供給する仕組み（プッシュ型支援）の創設
・広域避難に関する都道府県/国による調整規定の創設

	25年度
	・災害緊急事態への対処の拡充
・市町村は災害発生時の一時的な緊急避難のための避難場所をあらかじめ指定
・避難行動要支援者対策の充実（避難行動要支援者名簿制度の創設）
・指定避難所の基準の明確化（福祉避難所を含む）

	　　26年度
	・放置車両の強制移動等に係る法的根拠の付与

	令和 3年度
	・避難情報のあり方の包括的見直し（避難勧告・避難指示の一本化等）
・個別避難計画の作成を努力義務化
・非常災害等が発生するおそれがある段階における災害救助法の適用等





（県の取組）
ア　かながわ災害福祉広域支援ネットワーク・神奈川ＤＷＡＴの設置
○　大規模災害時において、避難者への福祉的支援を円滑に行うことができるよう、平時から施設団体や職能団体と協働し、災害時の要配慮者支援に向けた連携を強化するため、平成28年度に「かながわ災害福祉広域支援ネットワーク」を構築。
ネットワークには、県介護支援専門員協会、県知的障害施設団体連合会、県社協など14団体が参加。
[image: ]○　その後、被災自治体における経験から、発災後の早い段階でも、一般の避難所における福祉的ニーズの把握や福祉避難所への移送判断など福祉的な支援が必要となることが明らかとなり、また刻々と移り変わる状況を的確に把握して行動できる人材を養成するため、令和２年度に「神奈川ＤＷＡＴ」を設置した。










イ　福祉避難所市町村サポートチームの設置
○　県内市町村が確保・運営していく上で必要な支援等について検討するために平成29年２月設置。
○　避難行動要支援者名簿及び個別避難計画の作成に係る市町村への助言及び指導を行った成果として、
令和５年度末において、・避難行動要支援者名簿：全33市町村で作成済み
・個別避難計画作成状況：28市町で一部作成済み（５市町村は未作成）
○　今後、市町村の福祉避難所の円滑な運営に向けた、新たな指針作りに取り組むこととしている。
ウ　個別避難計画作成標準業務手順書の作成
○　令和５年度に内閣府「個別避難計画作成モデル事業（加速化促進事業）」として、「個別避難計画作成神奈川フロースタート事業」を県内自治体と共同実施。実施後の成果物として、「個別避難計画作成標準業務手順書」を作成し、県内市町村に展開した。
○　令和６年度も内閣府が実施する同事業に採択され、「小田原保健福祉事務所難病対策地域協議会・母子保健福祉委員会小児等在宅医療の推進部会と連携した難病患者・医療的ケア児等向け個別避難計画作成支援事業」を実施している。
エ　災害時における配慮等に関する記載充実（みんなのバリアフリー街づくり整備ガイドブック）
○　災害発生時における要配慮者の避難誘導について、障害別に考慮すべき配慮等を整理するとともに、平時から避難者の中に要配慮者がいることを想定した避難訓練を実施することの必要性などを明記。
オ　災害時における要配慮者等への支援体制の整備
○　社会福祉施設等の災害対応力の強化、福祉避難所の円滑な開設に向けた取組の充実（令和7年度）

・神奈川県地域防災計画について
　位置づけ：災害対策基本法第50条に基づく 地震災害対策に関する計画　（直近改正：令和５年11月）
[image: ]
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国は、諸施策の実施に必要な法制上、財政上、その他の措置 

地方公共団体については、努力義務（第６条）  

国は、毎年１回、諸施策の実施状況を取りまとめ て公表（第７条） 

ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策の実施状況の公表、  

諸施策の策定等に当たっての留意事項 等を定め、諸施策を 

総合的かつ一体的に推進 

 

全ての国民が、障害の有無、年齢等にかかわらず、等しく基本的人権を  

 享有するかけがえのない個人として尊重される 「ユニバーサル社会」の実現に寄与 

 

目的（１条） 

・ 国は、ユニバーサル社会の実現に向けた諸施策を総合的かつ一体的に推進  

・ 地方公共団体は、国と連携を図りつつ、地域の 実情を踏まえ、諸施策を総合的かつ

一体的に推進 

国・地方公共団体の責務（３・４条） 

・ 教育の内容及び方法の改善及び充実 （１号） 

  ‣ インクルーシブ教育システムの構築等  

・ 多様な就業の機会の確保 （２号） 

・ 移動上又は施設の利用上の利便性及び安全性の確保 （３号） 

‣ バリアフリー対応の信号機、道路標識、道路標示の整備 等 

・ 意思疎通・情報の取得及び利用のための手段の確保 （４号） 

・ 防災上の措置（５号） 

‣ 避難誘導体制の整備等(平常時) 

‣ 避難所の機能整備（トイレの確保や間仕切りの設置等） （災害時） 

‣ 福祉避難所の設置等の一層の充実  

・選挙等における円滑な投票（６ 号） 

諸施策の策定等に当たっての留意（８条） 

・ 諸施策を策定、実施に当たっては、障害者、高齢者等の意見を反映させるために必

要な措置を講ずるよう努め る。 

障害者、高齢者等の意見の反映 （９条） 

・ 事業者及び国民は、職域、学校、地域、家庭その他の社会のあらゆる分野において、

ユニバーサル社会の実現に寄与するように 努力 

事業者及び国民の努力（５条） 
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・県民の命を守ることを最優先に、地震災害を防止、軽減する減災 を旨に実施 

・自助・共助・公助を基本に、各主体が役割を果たすとともに、協働して実施  

・本県における自然的条件、社会的条件を考慮して実施  

・男女双方、要配慮者、旅行者等の多様な主体の視点に立って実施  

基本理念 

重点1  住宅の耐震化   重点2  多数の者が利用する建築物の耐震化  

重点3  防災拠点となる公共施設等の耐震化  

重点4  屋内収容物等の耐震対策     重点5  防災訓練の実施（揺れ対策）  

重点6  がけ崩れ等の対策  重点7  防災知識の普及・啓発 

重点8  防災教育の強化   重点9  ハザードマップ等による意識啓発  

重点10 消防団、自主防災組織に対する啓発・教育、活動へ の支援（揺れ・津波対策） 

重点11 企業の防災に関する取組への支援  

重点12 地域住民による救護活動 の実施への支援 

重点13 医療救護訓練の実施  重点14 災害時医療救護体制の整備  

重点15 大規模災害時の広域医療搬送体制の整備  

重点16 道路・橋りょう・鉄道の整備  重点17 帰宅困難者対策 

重点18 津波避難に関する啓発 

重点19 津波からの一時避難施設や避難路等の整備  

重点20 防災訓練の実施（津波対策） 重点21 海岸保全施設等の整備 

重点22 要配慮者の避難・安全確保に関する対策  

 ▸ 各種マニュアルの見直し を検討 

（防災対策行動マニュアル ・災害時要援護者対応マニュアル など） 

▸ 避難行動要支援者に関する情報の把握・共有、避難誘導体制の 整備(市町村) 

▸ 福祉避難所の指定、病院等における高齢者、障害者等 支援システムの整備(市町村) 

▸ 災害福祉広域支援ネットワークを設置 、連携強化 

重点23 県民等への情報発信体制の整備  重点24 建物の防火・不燃化対策  

重点25 防災訓練の実施（火災対策）  

重点26 消防団、自主防災組織に対する啓発・教育、活動へ の支援（火災対策） 

重点27 上水道施設の整備  重点28 市街地の整備 

重点29 避難場所・避難路等の整備  

▸ 指定緊急避難場所、指定避難所の適切な指定、地域住民への徹底した周知 (市町村) 

▸ 市町村域を超えた広域的な避難の支援 のための、市町村と共同した体制の整備 

▸ 避難行動要支援者に対する具体的な避難方法等についての個別計画の策定 (市町村) 

▸ アドバイザー派遣等による指定避難所として使用する公共的施設のバリアフリー化  

重点30 消火活動体制の強化 

重点施策一覧 
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